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1. 被服構成にあたり，被服材料の縫製加工において

は縫目の外観が製品の価値を決めるといっても過言では

ない。その一つに上布と下布の布送りか完全になされな

い と縫いずれを生ずるとい う問題がある。この縫いずれ

は縫製布間及び縫製布と押え金あるいは送り歯との間の

表面摩擦力が影響して生ずるといわれているが，今回は

従来の普通ミシンと∠9 °の前方傾斜の針を有するスラン

トニードルミシンの異なった２機種のミシンについて比

較検討した。

2.    (1）試料布はブpt ード ，シャンタン，デュム，サー

ジの４種，縫糸はソフト仕上げカタン糸5O'S/3. 針は#11

を用いた。縫製時の針目数は12日/３ cm, 18日/3  cm,   24

日/3  cmの ３種である。(2）たて30cm, よこ3  cmの試験片

を中表に２枚重ねとし，よこ幅の中心をたて方向に縫製

し,  24hr 放 置後縫目の中間20cm 間の上布，下布 の縫目

長さを測定し，縫いずれ率を算出した。　　y

3.    (1)ミシンの機種別にみるとスラントニードルミシ

ンで縫製した試験片の縫いずれ率が大きかった。これは

針が前方に∠9 °傾斜しているということによるのではな

く，布送りの機構が作用していることが判った。(2)針 目

数は小さくなるほど縫いずれ率は少ない。


